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データセンターの省エネ・省スペース化に向けた高電圧直流給電 

 

1. はじめに 

ここ数年にわたる情報通信機器の高機能化，データセン

ター市場の拡大に伴い，情報通信業界における消費電力削

減が重要な課題となっている。その解決策の一つとして期

待されているのが，通信ビルやデータセンターへの直流給

電方式の導入である。情報通信機器への給電システムには，

商用電源が停電した時でも継続して電力を供給できること

が望まれる。現在は UPS等による交流給電方式が主流であ
るが，直流給電方式を導入することで負荷に至るまでの交

流直流変換段数を削減でき，システム全体の給電効率が向

上すると期待される（図１）。 
交流無停電電源装置

（ＵＰＳ等）

直流無停電電源装置

AC ACDC

IT 機器
サーバ・ルータ等

DC CPUAC

CPUAC DC DC

Battery

～

交流システム

直流システム

非常用
発電装置

商用電源

切替SW

DC

～

非常用
発電装置

商用電源

切替SW

IT 機器
サーバ・ルータ等

交流出力

直流出力

Battery

 
図 1．無停電給電システム構成の比較（交流と直流） 

 
しかし，エネルギー密度が急速に増加する傾向にある情

報通信機器に対して，現在通信ビルに導入されている

DC48V給電では，供給電流が大きくなり，所要給電ケーブ
ル条数が大幅に増加することが課題となる。そこで，シス

テム全体の省エネ化とビル内の給電ケーブル削減による省

スペース化を主な目的とし，NTT グループでは給電電圧を
DC400V 程度とする高電圧直流給電システムの開発を行っ
ている。 

2. システム構成 

直流給電システムは，商用系統からの交流電力を直流電

力に変換する整流装置（RF），直流電力を各負荷に分配する
電流分配装置（PDF），停電補償用の蓄電池（BATT）で構
成されている。また，負荷となる IT機器の要求条件に応じ
て，停電時に電圧補償動作を行う電圧補償装置（VC）及び
蓄電池用充電器が加わることがある（図２）。 
現在は，システム容量 100 kWの RF，VC，充電器，PDF

の一次試作機が完成し，評価試験を実施しているところで

ある（図３）。開発した整流装置は，19インチラックサイズ
で 100 kWの出力容量を保有する。DC48V時と比較すると，
装置の大きさは約半分（当社比）に，給電ケーブルの所要

断面積は約 15分の 1以下にそれぞれ低減されている。整流
装置の主回路は力率改善回路（PFC）と DC-DCコンバータ
で構成されており，94 ％以上の総合効率を達成している。
また，N+1 冗長の電源ユニット構成とし，高い信頼性を確
保している。VC も同様に N+1 冗長のユニット構成となっ
ており，最大 100 Vまで蓄電池電圧を補償することができ
る。蓄電池はシール鉛蓄電池を使用しており，充電器はそ

れが要求する充電電圧，電流を満足した充電動作を行う。 
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図２．直流給電システムの構成 

 

右：１００ ｋＷ 整流装置
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図３．試作した整流装置・電圧補償装置・充電器の外観 

3. 今後の予定 

今後は，更なる変換効率の向上や高密度実装を目指すと

共に，従来の交流給電システムや DC48Vシステムと同等以
上に高信頼で安全なシステムの構築を検討していく。 
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